














2. 非専攻課程ロシア語教育と CEFRおよび TPKl1
言詰の習得基準として現在注目されているものに欧州評議会による「ヨーロッパ言語共
通参照枠」（CommonEuropean Framework of Reference for Languages: CEFR）がある これ
は「複言語主義」「行動中心主義」等に基づいており，最下位の Alレベルから， A2, Bl, 







さて，ロシアにおけるロシア語検定 TPKl1 (TecTnpoBamie no pyccKoMy H3hIKY KaK 
llHOCTpaHHOMY）も CEFRに準拠していて，大学学部入学が許可されるロシア語力とみとめ




堤正典・小林潔編『ロシア語学とロシア語教育皿』神奈川大学ユーラシア研究センター， 2011年， pp.5-9. 
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神奈川大学（横浜キャンパス）の l年次配当としてロシア語初級 A とBが開講されてお
り，それを両方とも前期・後期とったとして， 56～60囲の授業数である ようやく CEFR
の Alレベノレにあたる TPK!1「入門レベルJ(311eMeHTapHhlH ypoBeHb）に必要とされる時間
数となる．
( I）神奈川大学横浜キャンパス 初級 A/B
週・計 2四 半期 14～ 15回（試験週を除く）
14～15回×週 2回×2期＝56～60回







「PreA レベルj は， CEFRにつながるものを想定しながらも，「行動中心主義Jによる
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通参照枠J(Common European Framework of Reference for Languages: CEFR）があり，それ
に準拠したロシアにおけるロシア語検定 TPKH(TecTl!ponamrn ro pyccKoMy H3bIKY KaK 






プ IPre A レベノレ」を示すことが必要である．このレベルでは， CEFRにつながりを保ちつ
つも，「行動中心主義」は制限せざるをえない．語学力が最初歩の段階では，特定の表現が
使えるようになったことを基に習得基準が構成されざるをえないのである．そして，まず
習得すべき「表現」が確定するならば，その運用を成り立たせるものとしての「語葉」と
「文法j，さらに「レアリア」が明確になる目これら 4部門でそれぞれの連関を十分に考慮
に入れて，習得のステップ（基準）を策定することになる．
同時に，非専攻課程教育においても，特に初歩の段階での習得基準の策定は，コースデ
ザインを見直すことであり，それは学生のキャリアデザインにつながるものでなければな
らない．
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